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1.Sister Project
1）機能説明



仮定工期
1 2 3 4

プロジェクト

プロジェクトA（姉）

プロジェクトB（妹）

必要なタイミングで姉船の
修正内容を妹船に図面類と
一緒にコピーすることがで
きます。

姉船プロジェクトのコピー作成

1.Sister Project とは

同型船の設計を行う場合、姉船になるプロジェクトが未完で
あっても妹船へデータを渡し並行設計が可能で、かつその後
の姉船の修正内容を妹船へ反映できる機能です。

1)機能説明



・設計工程の短縮
・前船と類似の複数の後船で、同じ修正を複数分行わなければならなかった
“無駄”の解消

2.Sister Project の効果と主な機能
効果

主な機能

1 システムによる差分管理

2 必要な時期にモデルデータのコピーが可能

3 姉妹間のモデル、図面データのリンク機能

4 複数コピー機能



仮定工期
1 2 3 4

プロジェクト

一番船（姉）

同型船、シリーズ船（妹）

仮定工期
1 2 3 4

プロジェクト

一番船（姉）

同型船、シリーズ船（妹）

Sister Project機能を
使用しない

Sister Project機能を
使用した場合

プロジェクトのコピー作成

3.機能の効果
同型船の作業スケジュールが重複する場合に有効です。

プロジェクトのコピー作成

必要なタイミングで姉船から
モデル・図面の差分をコピー
することができるので、二重
作業が無くなり無駄な工数が
削減できます。

二重作業が必要になります。



１回目のコピー

2回目のコピー

ソースプロジェクト（姉）
ターゲットプロジェクト（妹）

ターゲットプロジェクトのリンク状態色：
表示変更によって状態をCADMATIC画面上で目視確認することができます。
マゼンタ：リンク中のモデル
オレンジ：リンクが解除されたモデル
青：ターゲットプロジェクト独自のモデル

4.ソース(姉)とターゲット(妹)の同期機能１
姉船に追加されたオブジェクトは
管理者が必要なタイミングで妹船
へコピーすることができます。



アップデート

既にLink状態

ソースプロジェクト（姉）
ターゲットプロジェクト（妹）

変更モデル

モデル削除

4.ソース(姉)とターゲット(妹)の同期機能2
妹船でリンクされているオブジェクト
を姉船で変更した場合もその変更部分
が妹船へ反映されます。

ターゲットプロジェクトのリンク状態色：
表示変更によって状態をCADMATIC画面上で目視確認することができます。
マゼンタ：リンク中のモデル
オレンジ：リンクが解除されたモデル
青：ターゲットプロジェクト独自のモデル



既にLink状態

再リンク

Linkの解除

編集
ソースプロジェクト（姉） ターゲットプロジェクト（妹）

アップデート

（オブジェクトが他の編集PMにチェックアウトされている場合は
再リンクできません）

5.リンクの解除と編集・再リンク
妹船でリンクを解除し変更することも、
解除され変更されたオブジェクトを再
リンクし姉船の状態を再度反映させる
ことができます。

ターゲットプロジェクトのリンク状態色：
表示変更によって状態をCADMATIC画面上で目視確認することができます。
マゼンタ：リンク中のモデル
オレンジ：リンクが解除されたモデル
青：ターゲットプロジェクト独自のモデル

要注意：妹で編集したオブジェクトを間違えて管理者が
チェックアウトし再リンクした場合、アップデートする
と姉オブジェクトに戻ります｡



1.Sister Project
2）実例紹介



1.作業工程が重なる同型船のSister Project使用

工期 1 2 3 4

一番船（姉）

同型船、シリーズ船（妹）

納
期

船主要望

フィードバック

系統図改正

現場要望

姉妹船ともに同様の変更依頼

例：13500DW TYPE GENERAL CARGO

納
期

プロジェクトのコピー作成

姉船で変更した、モデル、一品図、
装置図のコピーをすることにより、
妹船の二重作業を削減しました。



2.Diagram
1）機能説明



系統図
AutoCAD, PDF etc..

名称、口径、圧力、規格、
材質、接続、etc…

作業者

3Dモデル
CADMATIC

名称、口径、圧力、規格、
材質、接続、etc…

1.系統図連携 背景1
従来は系統図の名称、口径、接続等々の情報を作業者が確認し、
配管モデル作業を行っています。



系統図
CADMATIC 作業者

3Dモデル
CADMATIC

CADMATIC内で
情報の照合

系統図・モデルの
相違点の確認

設計精度の向上

2.系統図連携 背景2
CADMATICで系統図を作成することで、配管モデルとの連携を図り
設計精度の向上が見込めます。

名称、口径、圧力、規格、
材質、接続、etc…

名称、口径、圧力、規格、
材質、接続、etc…

フロントローディングにおける登録



3.モデリングの確認
系統図とモデルの連携により機器、配管のモデル作成、未作成の
確認できるようになります。

パイプ、バルブ配置

機器配置

モデリングされたものは
ハイライトで表示されます。



4.DiagramとPlant Modeler連携の強化

Diagram(系統図)とPlant Modeler(モデル作業エリア)と連携の強化により
下記の項目が可能になり、モデリング作業者によるヒューマンエラーを無
くします。

1.DiagramとPlant Modelerの操作画面が同時表示が可能。

2.モデリング対象のDiagram上の機器・管を選択事で、Plant Modeler
画面上に対象物が表示が可能。

3.Plant Modelerでモデリングした機器・管のDiagram上の記号や線の
色が変化することにより作業状況の確認が可能。(消込機能)



1.モデル作業前
モデルを作成してないのでDiagram(系統図)の消込はありません。

Diagram Plant Modeler



2.モデル作業中
リアルタイムでDiagram(系統図)の消込がされていきます。

Diagram

Plant Modeler



3.モデル作業終了
モデル作業が終了しましたのでDiagram(系統図)の消込が反映されます。

Diagram Plant Modeler



2.Diagram
2）実例紹介



1.バルブリストの早期出力

従来はモデリング終了後にバルブリストを出力していたものが、
系統図作成後に出力できます。

Japan Optionでダイヤグラムデータ
に取り込むことが可能です。

例：20,000トン積み セメント専用船



2.系統図とモデルの確認
系統図とモデルの連携により機器、配管のモデル作成、未作成の
確認が一目でわかるようにモデリング漏れがなくなりました。

モデリングされたものは
ハイライトで表示され確認でき
ます。

パイプの繋がり、口径、圧力、材質の
間違い、バルブ、機器等のモデル漏れ
のミスがなくなります。



3.新管一品システム
1）旧一品図と新一品図の比較

チェック機能



一品図が複雑なほど見やすくするために
図面の回転、寸法調整が必要になります。

1.旧一品図と新一品図の比較

作業平面台上を基準に図が表示され、
アイソメは補助図となります。
図面出力だけで調整は不要になります。

旧 新

旧図面では見やすくするために図面調整が必要でしたが、
新一品図では出力するのみで調整時間を削減できます。



２.チェック機能の強化
一品図出力前に以下の項目をチェックできます。
・Collision:スプールに対する干渉チェック
・Continuity：接続チェック
・Delivered length：定尺チェック
・Specification：Specチェック（登録部品と相違ないか）
・Volume：処理浴槽や運搬サイズのチェック
・Weld clearance：溶接クリアランスチェック
・Slope:傾斜角度、ポケット配管不可のチェック
・Bending：曲げ加工チェック



チェック結果を一覧で表示、他作業者にも情報共有できます。

チェック結果はモデルでも色分け表示で
可視化でき管理しやすくなっています。
赤→✕ 水色→〇



3.新管一品システム
2）新一品図概要



1.新一品図概要

作業平面台上

側面
アイソメ図

組立製作表

管材質・口径・長さ



4.Cable Routing
1）機能説明



分岐、カーブ等のトレイ形状が
CADMATICに準備されている
(カスタマイズも可能)

コマンド操作で容易に
モデリングが可能

システムで配線可能な
ケーブル種類を決定

電路の配置と作成



電路に自動発生するノードネットワークは電路モデルが変更されると追従。

CableRouter:
電路及び機器近傍のノードネットで電線を自動敷設・長さ計算

ノード

セグメント

ノードネットワーク

✙



CableRouter:ノードネットワークをベースに電線を自動敷設
電路断面の充填率を平準化して自動配線



ケーブル間の距離の設定・充填率の可視化

ケーブル種類間にスペースの設定をしておけば、
干渉を防ぐことが出来きます。

3Dモデル上のCable Route

ケーブル種類間のスペースの設定

選択したケーブルの視覚化

正確な充填率の確認可能

3Dモデルを充填率で色分け



ケーブルルート図とケーブル長リストの作成
3Dモデルからケーブルルート図を作成可能

Cable List

※電線タイプ別に何％もしくは何mと
余長分を設定できます。



Cable List Cable Lengthが追加されたCable List

CADMATICのAuto Routing機能
で自動的に最適ルートが配線
されます。

ケーブルリストの利用
（既存のケーブルリストを利用することが出来る）



5.モジュール化設計の取り組み



・赤枠がユニット化された範囲
・各ユニットごとに複数パターンの
モジュールを準備し｢はめ換え｣で
対応

モジュールライブラリ

モジュール化設計を実現する為のポイント②
→配管の取り合い位置を合わせる等、はめ換
えを行った後のモジュール調整作業を極力少
なくする工夫が必要

モジュール化設計を実現する為のポイント①
→顧客カスタマイズに対しては「はめ換え」
の考え方で対応

モジュール化設計への取り組み
同造船所・類似船のケースからスタート



具体例）同型船における前船からの仕様変更へのモジュール化設計

UNIT⑩

UNIT⑥
UNIT③

前船

UNIT⑩

UNIT⑥
UNIT③

新船



モジュール
ライブラリ

UNIT⑩
UNIT⑩

新船前船ユニットの範囲を拡張調整、配管の取合いと

管割は前線から変更せずにモデリングを

利用する為、短時間での作業が可能。

変更箇所１：ユニットの範囲の拡張

※上記のような組み合せユニット化が

容易にできるように工夫しておく。



変更箇所２：主機の変更に伴い、
ユニット範囲を縮小

UNIT⑥

主機A

前船

UNIT⑥

主機B

新船

モジュール
ライブラリ

前船ではこちらを採用

パターンA

新船ではこちらを採用

パターンB

ユニットの範囲を縮小調整、主機の変更箇所

に伴い前船から影響する配管を調整するだけ

で短時間での作業が可能。

※上記のような組み合せユニット化が

容易にできるように工夫しておく。



変更箇所３：PUMPのポンプ数変更に
伴い、ユニットを変更

前船 UNIT③ 新船 UNIT③

前船ではこちらを採用

パターンA

新船ではこちらを採用

パターンB

モジュール
ライブラリ

ポンプの追加分のユニットを準備して、

はめ変えで対応することにより、簡単な

調整をするだけで短時間での作業が可能。

※上記のような組み合せユニット化が

容易にできるように工夫しておく。



ご清聴ありがとうございました。


